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平成２７年度 

「医療的ケア」を必要とする障害者の 

「目的別のポジショニングの方法」に関する研修会実施要綱 

 

１ 目 的 

 医療的ケアを必要とする障害者の地域での生活について理解を深め、支援する人々の

取り組みの輪をさらに広げていくことが課題となっていることから、実際の現場で活か

すための研修会を企画する。 

 この研修会を通して、障害を持つ人の特性を理解し、目的別の安楽な体位の実際を知

ること、その重要性を学び、今後の支援に活かすことを目的とする。 

  

２ 主 催 

  京都府家庭支援総合センター（京都市東山区清水四丁目 185 番地１） 

    電話 075-531-9608（障害グループ専用） FAX 075-531-9610 

 

３ 日時・場所 

平成 27 年 11 月 27 日（金）午後 1 時 30 分～4 時 30 分 

京都府家庭支援総合センター 会議室 

  

４ 内容 

講演及び実践指導 

講演 「医療的ケア」を必要とする障害者の「目的別のポジショニングの方法」 

         ～それぞれの目的に合わせたポジショニング～ 

    講師  独立行政法人国立病院機構 南京都病院 徳永 修 先生 

講義と実践指導  

独立行政法人国立病院機構 南京都病院 理学療法士 藤尾 直美 先生 

５ 対 象 

生活介護事業所に勤務する介護職員及び主に障害児（者）を担当している訪問介護

ヘルパー、市町村職員、支援学校職員、保護者 

 

６ 研修会日程    別紙のとおり 

 

７ 参加申込みの方法 

  別途 対象事業所、支援学校及び市町村に通知 
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「医療的ケア」を必要とする障害者の「目的別のポジショニングの方法」に関する研修会 

日程 

 

                         京都府家庭支援総合センター 

 

日時   平成 27 年 11 月 27 日（金）午後 1 時 30 分～4 時 30 分 

 

場所   京都府家庭支援総合センター 会議室 

 

内容 

◆ 1 時 30 分 所長挨拶 

 

講演と実践指導 

 

◆1 時 35 分～2 時 5 分 

 講演 

 「医療的ケア」を必要とする障害者の「目的別のポジショニングの方法」 

          ～イントロダクション～ 

   講師  徳永 修 先生 

       独立行政法人国立病院機構 南京都病院 小児科医長 

 

◆2 時 5 分～3 時 5 分 

 講演 

 「医療的ケア」を必要とする障害者の「目的別のポジショニングの方法」 

     ～それぞれの目的に合わせたポジショニング～ 

   講師  藤尾 直美 先生 

       南京都病院 理学療法士 

 

◆3 時 15 分～4 時 15 分 

 実践指導 

 

◆4 時 15 分～ 

 アンケート記入 

（なお、時間配分については、今後調整の結果、変更することがあります。）  
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「医療的ケア」を必要とする障害者の「目的別のポジショニング」 

に関する研修会 

 

参加申し込み 

 

所属・事業所名(                                                     ) 

連絡先（電話                            ） 

   （E-mail                           ） 

 

氏名 職名 

  

  

  

 

事前にポジショニング（どんな時困っているか等）について質問のある方はご記入下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宛先  京都府家庭支援総合センター 相談判定課 障害グループ （担当 岡本） 

    Tel      075-531-9608 

        Fax       075-531-9610 

        E-mail    m-okamoto23@pref.kyoto.lg.jp 
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※会場案内…… 

 交通案内 

・京阪電車「清水五条」下車 徒歩 15分 

・京都市バス・京阪バス「五条坂」下車 徒歩 2分 

・京都駅から五条坂へは 

  京都市バス 206号系統（東山通・北大路バスターミナル行き） 

又は 100号系統（清水寺祇園・銀閣寺行）で約 15分 

・阪急河原町から五条坂へは 

   京都市バス 207号系統（祇園・九条車庫行）で約 10分 

・お車の場合 

    東山五条を北進 最初の信号を右折   


